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(54)【発明の名称】 電子内視鏡光源装置

(57)【要約】
【課題】  被写体のストロボ観察を行う電子内視鏡装置
の光源装置が発生する電磁的・音響的ノイズを減らすと
ともに装置を小型化する。
【解決手段】  プロセッサ２０にマイク３１を接続す
る。マイク３１から入力される患者の声の音声基本周波
数を音声周波数検出回路２９において検出する。検出さ
れた基本振動数のパルス信号を音声周波数検出回路２９
において生成する。このパルス信号に基づきＬＥＤ発光
タイミング制御回路２８においてＬＥＤ光源１１のスト
ロボ発光を患者の声帯の振動に同期させる。このストロ
ボ光による映像をＣＣＤ１３で撮影する。映像信号処理
回路２４において検出された画像信号に対し所定の処理
を行い、映像信号としてプロセッサ２０からモニタ等の
周辺装置へ出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＬＥＤ光源と、
前記ＬＥＤ光源のストロボ発光のタイミングを制御する
ＬＥＤ発光タイミング制御手段と、
基準信号を生成可能な基準信号発生手段とを備え、
前記ＬＥＤ発光タイミング制御手段における前記タイミ
ングの制御が、前記基準信号に基づいて行われることを
特徴とする電子内視鏡用光源装置。
【請求項２】  音声を電気的な音声信号として検出する
音声検出手段と、前記音声信号の基本周波数を検出する
音声基本周波数検出手段とを備え、前記基準信号の周波
数が前記音声基本周波数に基づいて生成されることを特
徴とする請求項１に記載の電子内視鏡用光源装置。
【請求項３】  前記基準信号発生手段において生成され
る基準信号の周波数を設定・調節するための周波数設定
調節手段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の電
子内視鏡用光源装置。
【請求項４】  前記基準信号の周波数の音を出力する基
準音出力手段を備えることを特徴とする請求項１に記載
の電子内視鏡用光源装置。
【請求項５】  前記ＬＥＤ発光タイミング制御手段が、
前記基準信号の周波数のｎ分の１の周波数（ｎは正の整
数）で前記ＬＥＤ光源のストロボ発光を制御可能である
ことを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡用光源装
置。
【請求項６】  前記ＬＥＤ光源のストロボ発光のタイミ
ングが、映像信号のフィールドが変わる毎に所定の遅延
時間づつ遅れることを特徴とする請求項１に記載の電子
内視鏡用光源装置。
【請求項７】  高速で振動する被写体を前記ＬＥＤ光源
のストロボ発光により撮影したときの前記被写体の映像
上の振動周波数をＦｂ、前記基準信号の周波数をＦａ、
フィールド周波数をＦｖ、前記遅延時間をΔｔとすると
き、前記遅延時間Δｔが、Δｔ＝Ｆｂ／（Ｆａ×Ｆｖ）
となるように設定されることを特徴とする請求項６に記
載の電子内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡の照明
用光源装置に関し、特に声帯など高い周波数で振動する
被写体を観察する喉頭内視鏡（ラリンゴスコープ）など
に用いられる電子内視鏡の照明用光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】声帯や心臓の鼓動の影響を受ける食道な
どのように動きの激しい器官を電子内視鏡を用いて観察
する場合、検出される被写体像にぶれが生じ明瞭な画像
が得られないという問題があった。これらの問題を解決
するために、照明用の光源ランプを高速でスイッチング
し、ストロボ発光させることにより被写体のストロボ観
察を行う方法や、機械的シャッターを用いて照明光を断
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続的に遮光することにより被写体の運動に同期したスト
ロボ光を得て、ストロボ観察を行う方法などが従来知ら
れている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、キセノンラン
プやハロゲンランプ等のように大電流を要する光源を用
いた従来の光源では、高速にストロボ発光をさせると光
源の寿命が著しく短くなるとともに、大きな電磁ノイズ
や音響ノイズを発生する。したがって、これらのノイズ
を遮蔽するための機構が必要となり、スペース的、コス
ト的に無駄が多い。また、機械的シャッターにより照明
光を断続的に遮光する従来の方法では、装置が大型化す
るという問題の他、機械的な慣性により被写体の運動に
瞬時に同期させるような制御が難しいという問題があ
る。
【０００４】本発明は、被写体のストロボ観察を行う電
子内視鏡装置において、小型かつ電磁的・音響的ノイズ
の発生が少ない電子内視鏡用光源装置を得ることを目的
としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡用光
源装置は、ＬＥＤ光源と、ＬＥＤ光源のストロボ発光の
タイミングを制御するＬＥＤ発光タイミング制御手段
と、各動作のタイミング制御の基準となる基準信号を生
成可能な基準信号発生手段とを備え、ＬＥＤ発光タイミ
ング制御手段におけるタイミングの制御がこの基準信号
に基づいて行われることを特徴としている。
【０００６】本発明の電子内視鏡用光源装置は、例え
ば、音声を電気的な音声信号として検出する音声検出手
段と、音声信号の基本周波数を検出する音声基本周波数
検出手段とを備え、基準信号の周波数はこの音声基本周
波数に基づいて生成される。これにより、ＬＥＤ光源の
ストロボ発光を患者の発声する声の高さに自動的に合わ
せることが可能となる。
【０００７】また本発明の電子内視鏡用光源装置は例え
ば、基準信号発生手段において生成される基準信号の周
波数を設定・調節するための周波数設定調節手段を備
え、電子内視鏡のオペレータはモニタなどに表示された
映像を観察しながら、ストロボ発光のタイミングの調節
を行うことができる。
【０００８】例えば本発明の電子内視鏡用光源装置は、
基準信号の周波数の音を出力する基準音出力手段を備え
る。これにより、患者はこの周波数の音の高さに合わせ
て発声することによりストロボ発光のタイミングに声帯
の振動を合わせることができる。
【０００９】ＬＥＤ発光タイミング制御手段は、基準信
号の周波数のｎ分の１の周波数（ｎは正の整数）でＬＥ
Ｄ光源のストロボ発光を制御可能であることが好まし
い。これにより、声帯などの高速で振動する被写体の同
一位相のみの映像を撮影することができる。
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【００１０】また、ＬＥＤ光源のストロボ発光のタイミ
ングは、映像信号のフィールドが変わる毎に所定の遅延
時間づつ遅れることが好ましく、これにより高速で振動
する被写体のスローモーション映像を撮影することがで
きる。このとき、高速で振動する被写体をＬＥＤ光源の
ストロボ発光により撮影したときにおける被写体の見か
け上の振動周波数をＦｂ、基準信号の周波数をＦａ、フ
ィールド周波数をＦｖ、遅延時間をΔｔとすると、遅延
時間Δｔは、Δｔ＝Ｆｂ／（Ｆａ×Ｆｖ）となるように
設定されることが好ましい。さらに、ＬＥＤ発光時間を
Ｔｗとすると、Ｔｗ≦Δｔであることが好ましい。これ
により電子内視鏡のＣＣＤで撮像される画像のブレを防
止できる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は、本発明の第１の実施形態
である電子内視鏡装置（電子内視鏡及び映像信号処理装
置）の回路構成を概略示すブロック図である。
【００１２】電子内視鏡１０は、映像信号処理装置（プ
ロセッサ）２０に着脱自在に接続されている。電子内視
鏡１０の挿入部先端には、複数のＬＥＤから構成される
照明用のフルカラーＬＥＤ光源１１が設けられており、
フルカラーＬＥＤ光源１１からの光は拡散レンズ１２を
介して観察対象物に照射される。ＬＥＤ光源１１により
照明された観察対象物の映像は撮像レンズ１４を介して
ＣＣＤ１３において検出される。なお、第１の実施形態
においてＣＣＤ１３はカラー単板式のＣＣＤである。
【００１３】ＣＣＤ１３は、プロセッサ２０のＣＣＤド
ライバ２１により駆動制御され、ＣＣＤドライバ２１
は、タイミングパルス発生回路２２において生成される
タイミングパルスに基づいて制御される。また、タイミ
ングパルス発生回路２２は、システムコントローラ２３
からの信号に基づいて制御される。ＣＣＤ１３において
撮影された映像は、画像信号として映像信号処理回路２
４に入力される。映像信号処理回路２４では、例えば、
クランプ処理、エンハンス処理、ガンマ補正や各種フィ
ルタ処理等が画像信号に対して施される。その後、画像
信号はエンコーダ２５及びＲＧＢ出力回路２６へ出力さ
れる。エンコーダ２５に入力された画像信号は、コンポ
ジット信号などのビデオ信号に変換され、ＴＶモニタや
ＶＣＲ等の周辺機器へ出力される。一方、ＲＧＢ出力回
路２６へ入力された画像信号は、ＲＧＢコンポーネント
信号として周辺機器へ出力される。映像信号処理回路２
４における信号処理のタイミング制御は、タイミングパ
ルス発生回路２２からのタイミングパルスに基づいて行
われる。
【００１４】ＬＥＤ光源１１の発光は、ＬＥＤドライバ
２７により制御され、ＬＥＤドライバ２７の駆動タイミ
ングは、ＬＥＤ発光タイミング制御回路２８により制御
される。ＬＥＤ発光タイミング制御回路２８は、タイミ
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ングパルス発生回路２２から出力されるタイミングパル
ス及び音声周波数検出回路２９から出力されるパルス信
号に基づいて制御される。音声周波数検出回路２９から
出力されるパルス信号は、マイク３１で検出される音声
信号の基本周波数を抽出して形成されたパルス信号であ
る。なお、音声信号はマイク３１で検出された後、音声
処理回路３０を介して音声周波数検出回路２９に入力さ
れる。
【００１５】また、ＬＥＤ発光タイミング制御回路２８
はシステムコントローラ２３に接続されている。システ
ムコントローラ２３は、ＬＥＤ発光タイミング制御回路
２８に現在選択されている観察モードを通知する。ＬＥ
Ｄ発光タイミング制御回路２８は、選択されている観察
モードに対応してＬＥＤドライバ２７を駆動する。観察
モードは、例えば、ＬＥＤ光源１１を常時点灯して観察
部位（声帯）を撮影する通常観察モード、ＬＥＤ光源１
１を周期的に点滅することにより高速振動する観察部位
（声帯）の静止映像を得る第１のストロボ観察モード
と、ＬＥＤ光源１１を所定のタイミングで点滅すること
により観察部位のスローモーション映像を撮影する第２
のストロボ観察モード等である。なお、システムコント
ローラ２３には、パネルスイッチ群３２が接続されてお
り、観察モードの選択はこのパネルスイッチ群３２の所
定のスイッチを操作することにより行われる。
【００１６】図２は、第１のストロボ観察モードにおい
て声帯の静止映像を撮影するときのタイミングチャート
であり、声帯の運動、ＬＥＤ光源１１の発光タイミン
グ、ＣＣＤ１３での露光タイミング等が示されている。
図２を参照して第１の実施形態における第１のストロボ
観察モードで実行されるストロボ発光動作について説明
する。
【００１７】人の声は、日常会話において最も楽に発声
できる発声振動数が成人男子で約１００Ｈｚ～１５０Ｈ
ｚ，女子で２００～３００Ｈｚ程度といわれている。波
形Ｓ１は、患者が２００Ｈｚの高さの音で発声するとき
の声帯の運動（振動）を例にとって模式的に表してい
る。患者の声は音声信号としてマイク３１に入力され、
音声周波数検出回路２９において波形整形され、音声基
本周波数（２００Ｈｚ）と同じ周波数の矩形パルス（基
準信号）Ｓ２が生成され、ＬＥＤ発光タイミング制御回
路２８へ出力される。
【００１８】ＬＥＤ発光タイミング制御回路２８は、パ
ルスＳ２及びタイミングパルス発生回路２２からのタイ
ミングパルスに基づいてＬＥＤ光源１１の発光をパルス
Ｓ３で表されるタイミングに調整する。すなわち、ＬＥ
Ｄ光源１１は、パルスＳ２の立ち上がりから遅延時間ｔ

0
遅れて、周期Ｔ（Ｓ１が２００ＨｚのときにはＴ＝１
／２００ｓ＝５ｍｓ）、パルス幅（発光時間）Ｔｗで周
期的に発光される。点Ｐ

0
は声帯の振動を表す波形Ｓ１

の同一の位相を表しており、パルスＳ３の立ち上がりに
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対応する点である。
【００１９】ＣＣＤ１３では、ＬＥＤ光源１１からの照
明光が被写体に照射されている間のみ露光されるので、
ＣＣＤ１３の露光タイミングはパルスＳ４で示されるよ
うに、ＬＥＤ光源１１の発光タイミング（パルスＳ３）
に一致し、露光時間であるパルス幅もパルスＳ３のパル
ス幅Ｔｗに等しい。なお、１フィールド期間にＬＥＤ光
源が発光する回数は、各フィールド期間で一致するよう
に最小の回数に制御される。図２の例では垂直同期信号
からカウントした回数が最初の第１フィールドでは４
回、第２フィールドでは３回であるため、第３フィール
ドでは仮に４回ストロボ発光のタイミングがあったとし
ても、垂直同期信号からカウントして３回のＬＥＤ発光
となるように制御され、以下同様に各フィールド期間で
発光回数が揃うように制御される。これによりフィール
ドごとにＣＣＤに蓄積される電荷量が変化して画面が明
るかったり暗かったりしてちらつくといった不都合が起
きることを防いでいる。最初の１～２フィールドの輝度
変化はほとんど認知されにくいため問題とはならない。
【００２０】以上により、声帯の振動の特定の位相（Ｐ

0
）に対応する映像のみがＣＣＤ１３において撮影され
る。なお、点Ｐ

0
の位置はＬＥＤ光源１１の発光タイミ

ングにおける遅延時間ｔ
0
に対応するので、遅延時間ｔ

0

を調整することによりストロボ撮影される声帯振動の位
相を調整することができる。
【００２１】また、患者の声は観察中常時マイク３１か
ら集音されているので、声帯の振動である波形Ｓ１の周
波数が変化すると、それに伴い音声周波数検出回路２９
において生成されるパルス信号の周波数も変化し、ＬＥ
Ｄ光源１１の発光タイミングもこれに合わせて調整され
る。
【００２２】次に、図３を参照して第１の実施形態にお
ける第２のストロボ観察モードで実行されるストロボ発
光動作について説明する。図３は、第２のストロボ観察
モードにおいて声帯のスローモーション映像を撮影する
ときのタイミングチャートであり、声帯の運動、ＬＥＤ
光源１１の発光タイミング、ＣＣＤ１３での露光タイミ
ング等が示されている。
【００２３】第２のストロボ観察モードにおいて、撮影
が開始された直後の第１フィールドでは、第１のストロ
ボ観察モードと同様に、パルスＳ２の立ち上がりからｔ

0
時間遅れたタイミング（パルスＳ５）でＬＥＤ光源１
１が発光され、位相Ｐ

0
での声帯の運動がパルスＳ５’

（発光パルスＳ５に対応）の露光タイミングで撮影され
る。一方、第２フィールドでは、ＬＥＤ光源１１はパル
スＳ２の立ち上がりから更にΔｔ時間遅れたパルスＳ６
で示されるタイミングで発光される。すなわち、ＬＥＤ
光源１１はパルスＳ２の立ち上がりから遅延時間（ｔ

0

＋Δｔ）遅れて発光され、点Ｐ
1
に対応する位相での声

帯の映像がパルスＳ６’（発光パルスＳ６に対応）の露

6
光タイミングで撮影される。なお、ＬＥＤ光源１１は、
フィールド毎に一度しか発光されない。
【００２４】各フィールドでの遅延時間はフィールド毎
にΔｔ時間づつ加算され、ＬＥＤ光源１１の発光のタイ
ミングはフィールド毎にΔｔ時間づつ遅延される。すな
わち、上述した第２フィールドの次の第３フィールドに
おいて遅延時間は（ｔ

0
＋２・Δｔ）となり、続く第４

フィールドでは（ｔ
0
＋３・Δｔ）となる。

【００２５】声帯で発声される音声の周波数をＦａ、映
像信号のフィールド周波数をＦｖ、高速振動する被写体
（声帯）をスローモーションで観察するときの被写体の
見かけ上の振動周波数をＦｂとすると、Δｔは、Δｔ＝
Ｆｂ／（Ｆａ×Ｆｖ）で表される。なお、このとき露光
時間（発光時間）ＴｗはＴｗ≦Δｔとなるように設定さ
れる。また、図３における本実施形態の例では、Ｆａ＝
２００Ｈｚ、Ｆｖ＝６０Ｈｚの場合を示している。
【００２６】以上のように、第１の実施形態によれば、
電子内視鏡の光源にＬＥＤを用いることにより、高い周
波数で光源を点滅させても電磁的・音響的ノイズの発生
が少ないので、これらのノイズを遮蔽するための機構や
機械的なシャッター機構を設けなくとも声帯などの高速
な振動を行う被写体のストロボ観察を行うことができ
る。これによりストロボ観察を行う電子内視鏡の光源装
置を小型化することができる。
【００２７】次に図４を参照して本発明の第２の実施形
態について説明する。第２の実施形態は、第２のストロ
ボ観察モードにおいて第１の実施形態とはＬＥＤ光源１
１の発光動作が異なるが、その他の点では第１の実施形
態と何ら変わらない。
【００２８】第２の実施形態における第２のストロボ観
察モードでは、ＬＥＤ光源１１は声帯の振動Ｓ１（例と
して２００Ｈｚ）に同期して１フィールド期間に渡り繰
り返しストロボ発光を行う。すなわち、撮影開始直後の
第１フィールドでは、第１の実施形態における第１のス
トロボ観察モードのときと同様に、点Ｐ

0
で示される声

帯の振動の同一位相に対応してＣＣＤ１３における露光
（パルスＳ３’）が行われるように、パルスＳ３に示さ
れるタイミングで、ＬＥＤ光源１１が発光される。図４
に示された例では、ＬＥＤ光源１１が１フィールド期間
の間に４回断続的に発光される。これに伴い、ＣＣＤ１
３では、点Ｐ

0
で示される位相の声帯の運動が１フィー

ルド期間（第１フィールド）の間に４回撮影される。こ
れにより高速で振動する声帯の特定の位相での画像が１
フィールド分の画像として得られる。
【００２９】また、続く第２フィールドでは、パルスＳ
２の立ち上がりから遅延時間（ｔ

0
＋Δｔ）遅れてＬＥ

Ｄ光源１１がパルスＳ７のタイミングで発光する。すな
わち、ＬＥＤ光源１１はパルスＳ２と同じ周期（５０ｍ
ｓ）でパルス幅Ｔｗのパルス発光を第２フィールドの間
断続的に繰り返す。図４に示された例では、ＬＥＤ光源
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7
１１は第２フィールドにおいて３回発光する。したがっ
て、第２フィールドでは、点Ｐ

1
に対応する位相の声帯

運動が１フィールド期間（第２フィールド）の間にパル
スＳ７’（パルスＳ７に対応）の露光タイミングで３回
撮影される。この第２フィールドで撮影される声帯の映
像は、直前の第１フィールドで撮影された声帯の運動の
位相からΔｔ時間（２π・Ｆａ・Δｔ  ｒａｄ）遅れた
位相での映像であり、３回の露光で１フィールド分の画
像として得られる。その後各フィールド毎にΔｔ時間
（２π・Ｆａ・Δｔ  ｒａｄ）遅れた位相での画像が撮
影され、声帯のスローモーション映像が得られる。
【００３０】以上のように、第２の実施形態においても
第１の実施形態と同様の効果が得られる。また、第２の
実施形態では、スローモーション映像を撮影する際、各
フィールド毎に複数回振動する被写体の同一位相におけ
る映像を検出しているので、より大きい信号出力が得ら
れるためＳ／Ｎ比の高いスローモーション映像が得られ
る。
【００３１】次に図５、図６を参照して、第３の実施形
態について説明する。第３の実施形態では、ＣＣＤ１３
として面順次式のＣＣＤを用いている。図５、図６は、
それぞれ第１及び第２のストロボ観察モードにおけるタ
イミングチャートである。
【００３２】モノクロＣＣＤは小型化を図るために電荷
蓄積部が電荷転送部を兼ねているため、モノクロＣＣＤ
を用いた面順次式の撮像方式では、ＣＣＤにおいて信号
電荷の電荷転送を行う際、ＣＣＤの撮像面を遮光する必
要がある。したがって、第３の実施形態の第１のストロ
ボ観察モードでは、ＬＥＤ光源１１のパルス発光が終了
した直後に、遮光期間（転送期間）Ｔｓが設けられてお
り、その間にＣＣＤ１３で検出された信号電荷は電荷転
送動作によりＣＣＤ１３の外部へ出力される。第３の実
施形態における第１のストロボ観察モードでは、ＬＥＤ
光源１１のＲＧＢに対応する各ＬＥＤが、それぞれパル
スＳｒ、Ｓｇ、Ｓｂで示されるタイミングで順次循環的
に繰り返し発光される。なお、パルスＳｒ、Ｓｇ、Ｓｂ
で示されるＲＧＢ各々の光源（ＬＥＤ光源）の発光は、
パルスＳ２の立ち上がりから遅延時間ｔ

0
遅れて行われ

る。すなわち、点Ｐ
0
で示される位相での声帯の映像が

断続的に撮影される。
【００３３】面順次方式のＣＣＤを用いた場合、ＬＥＤ
光源１１が照射できない遮光期間Ｔｓが設けられている
ので、遮光期間Ｔｓの間の点Ｐ

0
と同一位相の声帯の映

像は撮影できず、ＬＥＤ光源１１の発光は遮光期間が終
了して次に来るパルスＳ２立ち上がりから遅延時間ｔ

0

遅れた点Ｐ
0
で行われる。

【００３４】なお、遮光期間Ｒ１、Ｇ１、Ｇ２では、そ
れぞれＲＧＢの画像信号に対応する信号電荷が転送され
映像信号処理回路２４（図１参照）へ出力される。映像
信号処理回路２４へ入力されたＲＧＢの画像信号は、映

8
像信号処理回路２４内に設けられた同時化メモリ（図示
せず）に各色一時的に記憶される。同時化メモリにおい
て１組のＲＧＢの画像信号が揃うと１つのカラー画像と
して映像信号処理回路２４から出力される。また、遮光
期間Ｒ２では、次のＲの画像信号が転送、出力される。
【００３５】第２のストロボ観察モードでは、図６のよ
うに、パルスＳ８、Ｓ９で示されるタイミングでＬＥＤ
光源１１は照明光を照射する。パルスＳ８は第１フィー
ルド期間内の点Ｐ

0
で表される声帯運動の位相に対応

し、それぞれパルスＳ２の立ち上がりから遅延時間ｔ
0

遅れた位置にある。一方、パルスＳ９は第２フィールド
期間内の点Ｐ

1
で表される声帯運動の位相に対応し、そ

れぞれパルスＳ２の立ち上がりから遅延時間（ｔ
0
＋Δ

ｔ）遅れた位置にある。また、フィールド期間内でＬＥ
Ｄ光源が発光される回数は、ＬＥＤ発光タイミング制御
回路２８において、フィールド期間から遮光期間を除い
た残りの期間内でＬＥＤ発光を行う回数をカウントし、
次のフィールド期間も同様に発光回数をカウントし、前
のフィールドで発光した回数を超えないようにＬＥＤ発
光タイミングパルスは制御される。
【００３６】パルスＳ８のタイミングで照射されたＬＥ
Ｄ光源１１の照明光で撮影された画像信号は、遮光期間
（転送期間）Ｓ１０の間に電荷転送されＣＣＤ１３から
映像信号処理回路２４へ出力される。同様に、パルスＳ
９のタイミングで照射されたＬＥＤ光源１１の照明光で
撮影された画像信号は、遮光期間（転送期間）Ｓ１１の
間に電荷転送されＣＣＤ１３から映像信号処理回路２４
へ出力される。
【００３７】なお、本実施形態の第２のストロボ観察モ
ードでは、パルスＳ８、Ｓ９でのＬＥＤ光源１１の発光
は、例えばＲＧＢのＬＥＤを同時に発光し、白色照明光
を被写体に照射する。また、各遮光期間に転送される画
像信号は、全て１つの色に対応する同時化メモリのみに
一時記憶され、モノクロの映像信号として映像信号処理
回路２４から出力される。
【００３８】以上のように、第３の実施形態によれば、
面順次式のＣＣＤを用いた電子内視鏡においても、第１
の実施形態と同様の効果が得られる。
【００３９】次に図７を参照して本発明の第４の実施形
態について説明する。図７は、第４の実施形態における
電子内鏡装置の回路構成を概略示すブロック図である。
【００４０】図１のブロック図により示された第１の実
施形態では、マイク３１で検出される音声信号に基づい
てＬＥＤ光源１１の点滅制御を行っていた。すなわち、
音声周波数検出回路２９では、患者の発声する声の音声
信号から音声基本周波数を抽出するとともに、この音声
基本周波数のパルス信号（Ｓ２）を生成し、ＬＥＤ発光
タイミング制御回路２８へ出力し、ＬＥＤ発光タイミン
グ制御回路２８では、このパルス信号（Ｓ２）に基づい
てＬＥＤドライバ２７を駆動しＬＥＤ光源１１の発光を
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制御していた。
【００４１】一方、第４の実施形態では、参照音発生回
路４１において、第１の実施形態におけるパルス信号Ｓ
２に対応するパルス信号（基準信号）を生成する。パル
ス発生回路４１には周波数調整摘４０が接続されてお
り、パルス発生回路４１において生成されるパルス信号
の周波数は周波数調整摘４０を操作することにより調整
される。パルス発生回路４１において生成されたパルス
信号は、ＬＥＤ発光タイミング制御回路２８及び音声出
力回路４２へ出力される。
【００４２】ＬＥＤ発光タイミング制御回路２８では、
パルス発生回路４１から出力されたパルス信号とタイミ
ングパルス発生回路２２から出力されるパルス信号に基
づいて第１乃至第３の実施形態と同様の処理が行われ
る。すなわち、ＣＣＤ１３がカラー単板式のＣＣＤのと
きには図２、図３または図４に示されるタイミングでＬ
ＥＤ光源１１の発光が制御され、ＣＣＤ１３が面順次式
のＣＣＤのときには図５、図６に示されるタイミングで
ＬＥＤ光源１１の発光が制御される。
【００４３】音声出力回路４２では、パルス発生回路４
１で生成されるパルス信号と同じ周波数の正弦波信号を
生成し、スピーカ４３から参照音として出力する。スピ
ーカ４３から出力される参照音は、患者が発声する際に
参照される音であり、患者は参照音の高さに合わせて発
声する。喉頭内視鏡のオペレータは、モニタ（図示せ
ず）に表示された映像を観察しながら、周波数調整摘４
０を用いて微調整を行う。なお、上述以外の点におい
て、第４の実施形態は第１乃至第３の実施形態と同様で
ある。
【００４４】以上のように第４の実施形態においても、
第１乃至第３の実施形態と同様の効果が得られる。
【００４５】なお、第１乃至第４の実施形態において、
ＬＥＤ光源は電子内視鏡の挿入部の先端に設けられてい
たが、ＬＥＤ光源をプロセッサ内に設けてもよく、この
ときＬＥＤ光源の光は、電子内視鏡に設けられたライト
ケーブルを介して電子内視鏡の先端部から照射される。
【００４６】本実施形態では、ＬＥＤ光源は、複数のフ
ルカラーＬＥＤによって構成されていたが、モノクロ映
像のみを観察するのであれば、フルカラーＬＥＤである
必要はない。また光量が十分であるならばＬＥＤの数は

10
単数であってもよい。
【００４７】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、被写体
のストロボ観察を行う電子内視鏡装置において、小型か
つ電磁的・音響的ノイズの発生が少ない電子内視鏡用光
源装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態である電子内視鏡装置
（電子内視鏡及びプロセッサ）の回路構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】第１の実施形態の第１のストロボ観察モードに
おける光源の発光動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図３】第１の実施形態の第２のストロボ観察モードに
おける光源の発光動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図４】第２の実施形態の第２のストロボ観察モードに
おける光源の発光動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図５】第３の実施形態の第１のストロボ観察モードに
おける光源の発光動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図６】第３の実施形態の第２のストロボ観察モードに
おける光源の発光動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図７】本発明の第４の実施形態である電子内視鏡装置
（電子内視鏡及びプロセッサ）の回路構成を示すブロッ
ク図である。
【符号の説明】
１１  ＬＥＤ光源
２２  タイミングパルス発生回路
２７  ＬＥＤドライバ
２８  ＬＥＤ発光タイミング制御回路
２９  音声周波数検出回路
３０  音声処理回路
３１  マイク
４０  周波数調整摘
４１  パルス発生回路
４２  音声出力回路
４３  スピーカ
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摘要(译)

解决的问题：减少由电子内窥镜设备的光源设备产生的电磁噪声和声噪
声，该电子内窥镜设备用于对被检者进行频闪观测并减小其尺寸。 麦克
风连接到处理器。 声音频率检测电路29检测从麦克风31输入的患者的声
音的声音基本频率。 语音频率检测电路29生成检测到的基本频率的脉冲
信号。 LED发光定时控制电路28基于该脉冲信号使LED光源11的频闪发
光与患者的声带的振动同步。 用该频闪灯拍摄CCD 13图像。 视频信号
处理电路24检测到的图像信号经过预定处理，并作为视频信号从处理器
20输出到诸如监视器的外围设备。
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